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委
員
長
に
は
、
新
た
に
近
畿
支
部

の
小
原
さ
ん
が
選
出
さ
れ
、
事
務
局

長
に
北
陸
支
部
の
池
田
さ
ん
が
２

期
目
を
迎
え
、
新
体
制
が
発
足
し
ま

し
た
。 

 

■
新
委
員
長
あ
い
さ
つ 

 

新
た
に
委
員
長
に
選
出
さ
れ
た

近
畿
支
部
琵
琶
湖
分
会
の
小
原
で

す
。 委

員
長
推
挙
を
受
け
、「
定
年
（
六

〇
歳
）
ま
で
、
後
三
年
と
半
年
。
何

も
苦
労
を
背
負
わ
な
く
て
も･

･
･

」

と
思
い
一
旦
は
固
辞
し
ま
し
た
。 

し
か
し
、
六
〇
歳
以
降
の
生
活
、
再

就
職
に
も
不
安
が
あ
り
、
ユ
ニ
オ
ン

の
仲
間
と
と
も
に
頑

張
っ
て
み
よ
う
と
思

い
決
意
し
ま
し
た
。 

 

近
年
、
気
候
変
動
の
影
響
で
災
害

が
多
発
し
て
い
ま
す
。
職
場
は
台
風

が
来
る
度
に
疲
れ
果
て
て
い
る
気

が
し
て
い
ま
す
。
昨
年
、
台
風
が
直

撃
し
た
事
務
所
に
働
く
仲
間
か
ら
、

一
ヶ
月
以
上
の
連
続
勤
務
や
、
二
四

時
間
勤
務
が
何
日
も
続
い
た
と
い

う
悲
痛
な
叫
び
も
聞
こ
え
て
き
ま

し
た
。
そ
の
度
に
人
員
の
不
足
を
痛

感
し
て
い
ま
す
。 

 

災
害
復
旧
予
算
が
配
置
さ
れ
、
復

旧
の
為
の
業
務
が
行
わ
れ
て
い
く

の
で
す
が
、
職
場
は
予
算
執
行
の
ス

ピ
ー
ド
が
重
視
さ
れ
、
時
に
は
パ
ワ

ハ
ラ
ま
が
い
に
強
要
さ
れ
ま
す
。
そ

れ
ば
か
り
が
原
因
で
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
働
き
が
い
が
見
い
だ
せ
ず
、

国
土
交
通
省
を
辞
め
る
仲
間
を
沢

山
見
て
き
ま
し
た
。 

 

本
来
、
国
土
交
通
省
は
「
国
民
の

命
と
財
産
を
守
り
、
安
全
・
安
心
を

確
保
す
る
」
更
に
「
道
路
等
良
質
な

社
会
資
本
を
供
給
す
る
」
誇
り
あ
る

仕
事
を
や
っ
て
い
ま
す
。 

定
年
ま
で
残
す
期
間
は
少
な
い

で
す
が
、
国
土
交
通
省
の
仕
事
に
誇

り
を
持
っ
て
取
り
組
む
た
め
に
、
更

に
は
、
後
に
続
く
若
い
世
代
が
誇
り

を
持
っ
て
取
り
組
め
る
よ
う
に
、

「
要
員
の
確
保
」「
職
場
の
民
主
化
」

「
処
遇
改
善
」
運
動
の
先
頭
に
立
っ

て
、
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。 

 

私
は
元
よ
り
微
力
で
す
。
ユ
ニ
オ

ン
組
合
員
の
協
力
と
、
職
場
の
皆
さ

ん
の
ご
理
解
で
、
職
場
を
よ
り
良
く

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

第
二
三
回
定
期
全
国
大
会
の
議
案
採
択
及
び
役
員
選
挙
に
つ

い
て
六
月
二
五
日
～
二
六
日
に
実
施
さ
れ
、
代
議
員
全
員
の
賛

成
で
二
〇
一
九
年
度
の
運
動
の
総
括
及
び
二
〇
二
〇
年
度
の
運

動
方
針
（
案
）
、
二
〇
二
〇
年
度
財
政
方
針
（
案
）
が
採
択
さ
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
二
〇
二
〇
年
度
中
央
執
行
委
員
役
員
に
つ
い

て
も
全
員
「
信
任
」
さ
れ
ま
し
た
。 

役　　職 氏　　名 支　部 所属等 年齢

委員長 小原　良一 近畿 琵琶湖河川 56

副委員長 笠井　良彦 中部 木曽川上流河川 56

副委員長 亀井  稔 近畿 近畿技術事務所 56

副委員長 深澤　洋二 近畿 豊岡河川国道 58

副委員長 根本　悟 地理 東北地方測量部 55

事務局長 池田　義一 北陸 信濃川河川 54

事務局次長 星野　豊 関東 横浜国道 60

事務局次長 安藤　浩照 中部 多治見砂防国道 53

執行委員 佐藤　英徳 東北 仙台河川国道 53

執行委員 南谷  達也 北陸 企画部 45

執行委員 小林  治 関東 利根川上流河川 58

執行委員 神村　章治 中部 多治見砂防国道 52

執行委員 菊池　弘 近畿 大和川河川 52

執行委員 末永　敦 中国 高梁川・小田川河川 54

執行委員 向井　洋一 四国 土佐国道 52

執行委員 玖村　徳則 九州 鹿児島国道 58

執行委員 廣瀬  勝 地理 企画部 57

会計監査 黒川   泰嗣 関東 相模川水系ダム 50

会計監査 波多野　浩 中部 静岡河川 58

事務局員 上林　喜美夫 関東 ユニオン本部 65

事務局員 山本　健二 近畿 淀川河川 62
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★
編
集
後
記
★ 

▼
「
ま
だ
、
終
息
に
は
至
っ
て
い
な
い
」
世
界

保
健
機
関
（
Ｗ
Ｈ
Ｏ
）
の
テ
ド
ロ
ス
事
務
局
長

の
言
葉
で
す
▼
日
本
で
は
緊
急
事
態
宣
言
が

解
除
さ
れ
て
１
カ
月
が
経
過
。
通
勤
・
通
学
が

再
開
し
、
感
染
防
止
と
社
会
・
経
済
活
動
を
両

立
さ
せ
る
「
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
」
「
ウ
ィ
ズ
コ
ロ

ナ
」
と
言
わ
れ
ま
す
。
▼
し
か
し
、
世
界
に
目

を
転
じ
れ
ば
、
む
し
ろ
感
染
爆
発
の
勢
い
は
強

ま
っ
て
い
ま
す
。
米
ジ
ョ
ン
ズ
・
ホ
プ
キ
ン
ス

大
学
の
統
計
に
よ
れ
ば
、
６
月
末
に
、
全
世
界

の
感
染
者
が
１
０
０
０
万
人
を
超
え
、
死
亡
者

が
５
０
万
人
を
超
え
た
と
の
こ
と
▼
冬
季
の

南
半
球
に
位
置
す
る
中
南
米
や
、
酷
暑
の
中
東

や
南
ア
ジ
ア
で
も
感
染
者
・
死
亡
者
が
急
増
。

▼
す
で
に
１
３
万
人
近
く
が
死
亡
し
た
米
国

で
も
、
勢
い
は
止
ま
り
ま
せ
ん
▼
一
方
、
日
本

を
含
む
西
太
平
洋
地
区
は
、
感
染
者
・
死
亡
者

数
と
も
に
低
く
抑
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
▼
Ｓ
Ａ

Ｒ
Ｓ
や
Ｍ
Ｅ
Ｒ
Ｓ
と
い
っ
た
新
型
ウ
イ
ル
ス

拡
大
の
痛
苦
の
教
訓
が
生
き
て
い
ま
す
。
▼
た

だ
、
日
本
に
つ
い
て
は
、
政
府
の
医
療
・
検
査

体
制
も
水
際
対
策
も
不
十
分
で
す
。
▼
国
民
の

自
覚
的
な
努
力
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
▼

日
本
の
経
済
の
中
心
・
東
京
の
感
染
拡
大
が
収

ま
り
ま
せ
ん
▼
国
は
責
任
あ
る
対
策
を
打
ち

出
す
べ
き
で
す
。 

 
 

（
Ｒ
） 

 

 

 

 

 

副委員長の３年間と委員長の２年間、組合員と職場の皆さまには、いろいろとお世話になり、ありがとうご

ざいました。 

 

特に委員長２年間の出来事では、国土交通省発足後初となる地方整備局の増員が実現したこと、近畿・北陸

で行政措置請求の勝利判定により、管理職特別勤務手当の在宅での支給を勝ち取ったこと、全ての支部におい

てフルタイム再任用が実現したことなどユニオンの地道な運動が実を結び嬉しく思っています。 

ただ、コロナ禍により集まって定期大会（団結パーティーも含め）が開催でき出来なかったことが、少し残

念に思うところではあります。 

  

コロナ禍により雇用など国民生活は厳しくなり、公務員への風当たりがきつくなるかもしれませんが、医療

や保健所を始め脆弱な国の体制が明らかとなりました。新自由主義によるギリギリの体制ではなく、ゆとりの

ある体制が必要であることに多くの国民が気付き始めています。我々、防災官庁も同じです。ピンチをチャン

スに変え、今年度に引き続き地方整備局の増員、さらに国土地理院の大幅増員を勝ち取りましょう。 

また、先送りされた定年延長など６０歳以降の働き方に関する要求実現、誰もが６級昇格の次を目指す処遇

改善政策、組織拡大など多くの課題がありますが、来年３月に定年退職を迎えるため、申し訳ありませんが、

小原新委員長をはじめとする新体制に委ねたいと思います。 

 

私事ではありますが、この５年間で日本百名山の内４９座の頂きに立つことが出来ました、完登を目指し各

地に出没しますので、何処かの山でお目にかかれたらと思います。 

 

最後に、管理職ユニオンの益々の発展と皆様のご活躍をお祈りし、退任の挨拶とさせていただきます。 

 

共にがんばりましょう。 

 

国土交通省管理職ユニオン第８代中央執行委員長 

近畿支部 近畿技術分会 上原 秀樹 


